
《
研
究
ノ

I
ト》

合
枇
詮
券
愛
行
決
意
の
分
析

木

村

増

".'.'〆 tぉ 九九'

詮
券
需
給
の
分
析
の
一
環
と
し
て
、
設
券
護
行
取
引
に
お
け
る
供
給
の

分
析

l
lす
な
わ
ち
、
新
誼
券
の
務
行
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
の
う
ち
、
曾
枇
詮
券

(
口
ミ
宮
B
S
8
2
ユE
g
-
-株
式
お
よ
び
枇
債
)
の
端
技
行
決
意
の
問
題

を
と
り
上
げ
、
モ
ジ
リ
ア
ハ
℃
一
お
よ
び
ジ
1

7
ン
の
雨
氏
に
よ
っ
て
提
示

さ
れ
た
一
つ
の
理
論
的
仮
設
の
検
討
を
通
じ
て
、
若
干
の
接
近
を
試
み
て

み
た
い
と
思
う
。
こ
の
理
論
的
仮
設
は
、
現
賓
と
封
比
し
て
み
れ
ば
き
わ

め
て
軍
純
化
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
経
営
者
の
議
想
を
確
定
議
想
と

し
て
取
扱
う
方
法
な
い
し
不
確
定
議
想
を
確
定
等
債
(
口

R
g
s
q
Z丘
'

E
8
3
に
よ
っ
て
置
き
か
え
る
坊
、
法
に
比
べ
れ
ば
、
現
賓
に
よ
り
接

近
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
1
〉

吋

吋

B
B
H向。色
mHHS巳

hvロ
円
同
区
。
ュ
oロ

NOHHHEHMUEJEO

同
町
内
同
巾
口
件
。
向
己
お
〉
ぐ
巳
-ptHHFqo片岡，ロロ【山田、
F
口
仏
同
町
田
町
吋
開
吋

HHM聞

け
げ
白

H
S
F
O口
切

5
5
8師
H

ロ
4
m
a
n
o
E
¥、
E
n
S
L
Pミ
昌
司
曲
。
ぉ

r
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ぜ

切
522MVN詰
切
詰
一
ど
ま
な

M
1
2
2
2・
MHORNh吉
国
電

H
E
R
2
3
.
s
h
ミ

q
g
S誌
な

SEH『
白
色

39N
凶ミ

st
。。苦苦言
E

¥寺
岡

S
5
塁。

同

a
s
z
p
Z伊丹目。ロ
hHH
一
切
ロ
ヨ
ド
は
え
肘
円
。
目
。
日
ゅ
の

m
g
o
p叶
口

Y

H叩
MNW
同

)MV-NBω}，、ぃ。申・

(
2
〉
拙
稿
『
投
資
配
分
の
選
揮
|
|
詮
券
投
資
需
要
の
形
成
過
程

l

|
』
(
小
樽
商
科
大
拳
経
済
皐
曾
「
一
商
事
討
究
」
第
五
巻
第
四
競
、
昭

和
三
十
年
三
月
、
四
三

l
八
三
頁
)
の
問
、
と
く
に
七
六
頁
の
註
幻

を
参
照
さ
れ
た
い
。

モ
ジ
リ
ア
!
ニ
、
ジ
1

7
ン
爾
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
右
の
偲
読
を

要
約
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(

一

〉

前

提

L

経
営
者
は
、
舎
枇
の
現
在
の
普
通
株
主
の
長
期
的
利
盆
を
目
標
に
し

て
決
定
を
行
う
も
の
と
仮
定
さ
れ
る
。

Z

将
来
の
事
が
ら
に
つ
い
て
の
経
営
者
の
致
想
は
、
不
確
定
議
想
と
し

て
取
扱
わ
れ
る
。

不
確
定
議
想
の
取
扱
い
方
は
、
確
定
等
債
を
も
っ
て
置
き
か
え
る
と

い
う
方
法
に
よ
ら
ず
、
経
営
者
の
危
険
問
避
の
態
度
(
吋
町
村

5
2由
5
口
)

を
明
示
的
な
函
数
(
放
用
菌
数
)
に
よ
っ
て
表
現
す
る
と
い
う
方
法
を

ム
=
心
。

つ

一

)

記

競

πEi--現
在
の
普
通
株
主
に
蹄
属
す
べ
き
将
来
の
長
期
的
・
卒
均
・
年
蛍

り
純
牧
盆
(
利
子
お
よ
び
舎
枇
所
得
税
を
控
除
し
た
の
ち
の
〉

i
i以

383 



4
1
d
ん

や
h

，

( 84) 

下
簡
単
に
「
純
枚
盆
」
と
呼
ぶ

i
l
の
期
待
値
。
経
営
者
は
、

π
の
値

が
大
な
る
ほ
ど
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

σ
:
:
:
右
の
「
純
牧
盆
」
の
標
準
偏
差
。
こ
れ
は
危
険
性
の
尺
度
で
あ
り
、

経
待
者
は
こ
の
値
が
小
な
る
ほ
ど
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

s
:
:
:
普
通
株
の
殺
行
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
べ
き
新
資
本
の
額
。
銃
殺

行
普
通
株
は
償
還
し
え
な
い
も
の
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
S
に
は
、

め
N
C
と
い
う
境
昇
係
件
が
付
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

B
:
E
・e-
枇
債
の
殻
行
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
べ
き
新
資
本
の
額
(
ま
た
は
、

現
存
枇
債
の
償
還
な
い
し
買
入
消
却
に
よ
っ
て
減
少
す
べ
き
資
本
の
額

|
|
こ
の
場
合
は
負
の
値
で
表
わ
さ
れ
る
)
。
い
ま
、
現
存
枇
債
全
部
の

償
還
な
い
し
買
入
消
却
に
必
要
な
資
金
額
を
お
で
表
わ
せ
ば
、

B
に
は

凶
N
l
N
W
O
と
い
う
境
界
線
件
が
付
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

F
-
-
-
線
積
と
し
て
の
新
資
本
の
純
調
達
額
(
正
ま
た
は
負
の
値
を
と

る
)
。
た
だ
し
、
用
い
ら
れ
る
金
融
方
法
は
、
普
通
株
の
殻
行
と
枇
債

の
務
行
(
ま
た
は
償
還
・
買
入
消
却
)
に
限
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
、
H
め
+
切
で
あ
り
、

F

に
は
匂
N

l
切
。
と
い
う
境
界

傑
件
が
付
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

吋
(
吋
)
・
・
・
新
資
本
の
純
調
達
(

F

)

の
結
果
と
し
て
生
ず
る
べ
き
「
粗
枚

盆
」
増
加
分
(
正
ま
た
は
負
)
の
期
待
値
。
た
だ
し
こ
こ
に
「
組
牧
盆
」

と
い
う
の
は
、
将
来
の
長
期
的
・
平
均
・
年
嘗
り
粗
牧
盆
(
利
子
お
よ

び
舎
一
位
所
得
税
を
含
む
)
を
さ
す
も
の
と
す
る
。

も

(
3
:
;
:
新
資
本
の
純
調
達
(

F

)

の
限
界
「
粗
牧
盆
」
卒
、
す
な
わ
ち

マ
(
吋
)

Z
:
:
:
普
通
株
の
後
行
も
枇
債
の
後
行
(
ま
た
は
償
還
等
)
も
行
わ
れ
な

第四競第四十巻一橋論議
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い
場
合
(
ぬ
HOW
切
H
S
に
お
い
て
、
現
在
の
普
通
株
主
に
弱
属
す
べ

き
将
来
の
長
期
的
・
平
均
・
年
嘗
り
税
込
み
純
牧
盆
(
利
子
を
含
ま
な

い
)
の
期
待
値
。

犬
、
)
:
:
:
線
燈
と
し
て
の
資
本
(
既
存
資
本
プ
ラ
ス

F
)
か
ら
生
ず
る
べ

き
「
粗
枚
盆
」
総
額
の
標
準
偏
差
。

γ
:
:
:
枇
債
に
封
す
る
現
行
利
子
卒
(
殻
行
差
額
お
よ
び
護
行
費
用
を
考

慮
に
入
れ
る
)

0

p
:
:
:
現
在
の
市
場
で
普
通
株
を
護
行
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
る
べ
き
一

株
4
V

回
り
護
行
手
取
金
(
後
行
債
格
マ
イ
ナ
ス
殻
行
費
用
)
。

ni--現
存
す
る
普
通
株
の
数
。

α
:
・
:
一
マ
イ
ナ
ス
濠
恕
さ
れ
る
舎
枇
所
得
税
率
。
た
だ
し
こ
の
税
率
は

所
得
の
大
小
に
か
か
わ
り
な
く
一
定
率
で
あ
る
と
侵
定
し
、
ま
た
そ
れ

は
確
定
値
と
し
て
議
想
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

会
一
)
問
題
と
そ
の
解
法

以
上
の
前
提
お
よ
び
記
競
に
も
と
づ
い
て
、
新
資
本
の
調
達
に
か
ん
し

経
営
者
に
課
さ
れ
る
問
題
は
、
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

定
義
に
よ
り
、

(

H

)

 

司
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ノ

経
営
者
の
解
く
べ
き
問
題
は
、
右
の
定
義
な
ら
び
に
句
川
川
。
"
凶
N
l
p

と
い
う
境
界
保
件
の
制
約
の
も
と
で
、
放
用
函
数

(
#
)
g
H
a
(戸
司

)

研究ノート

。
民

c
t

t
H
H叫
引

vou母国
H
叫
町
八
。

を
極
大
化
す
る
よ
う
に
、

S
お
よ
び
B
の
値
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
え
お
よ
び

P
を
導
入
し
て
右
の

u
の
極

大
化
僚
件
を
求
め
れ
ば
、

(
M
)
S
l
L山
H

。

(
出

)
S
l
h
h
H
O

(
可

)

L

N

門
、
(
匂
)
|
る
+
、
も
、
(
N
1
)
H
。

(
∞
)
』
〔
(
戸
、
十
ぬ
)
も
(
匂
)
|
一
N
。
+
吋
(
吋
)
l
凶
三
〕

+
交
〔
(
詩
句
+
ぬ
)
念
、
(
匂
)
ー
も
(
匂
)
〕
H
O

が
得
ら
れ
る
。

以
上
の

ω式、
mw式
お
よ
び
め
な
い
し
例
式
を
連
立
さ
せ
て
解
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
(
も
し
も
二
次
の
極
大
化
僚
件
が
み
た
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
)

例
式
の
包
を
極
大
化
す
る

s、
B
、

π
お
よ
び

σ
の
値
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る
。

(
四
)
右
の
解
法
の
合
意

右
の
解
法
の
合
一
志
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
切
な
い
し
例
式
を
整
理

し
て
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
(
え
お
よ
び

μ)
を
消
去
す
れ
ば
、
切
な
い
し

例
式
の
傑
件
は
結
局
次
の
二
式
に
蹄
着
す
る
。

'
-
8旨
時

J

J
J
手
J

Y
し

(8S) 

(

唱

)

sls 
11 

~ 
十
吋
r-、

も ld
もI!
'--'1写
ド司

十
句
、電

hp
汁
同
同
μ
Hほ川
H
b
h
i
h同~ハ川

唱
申
(
匂
)
も
、
(
吋
)

右
の
例
式
は
次
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
。
小
切
S
と
B
を
別
々
に
含
ま
な

い
で
、
一
陶
者
の
和
F
の
み
を
含
む
。

F
以
外
の
餐
数
を
含
ん
で
い
な
い
か

ら
、
一
般
に
F
の
最
遁
値
を
決
定
す
る
に
足
る
。
向
放
用
函
数
の
い
か
な

る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
も
含
ん
で
い
な
い
。

か
く
し
て
、
(
境
界
保
件
か
ら
生
ず
る
問
題
を
考
慮
外
に
お
け
ば
)
、
新

資
本
の
純
調
達
額
F
の
最
遁
値
は
、
経
営
者
の
危
険
同
避
の
態
度
(
放
用

函
数
)
か
ら
は
濁
立
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
市
場
の
諸

要
因

(γ

お
よ
び
P
)
な
ら
び
に
将
来
の
η

収
益
に
つ
い
て
の
経
営
者
の
議

想

(
N
?

吋
(
、
)
斗
犬
、
)
)
に
の
み
依
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
、
印
式
の
左
遣
が
兵
僚
的
に
何
を
意
味
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ

う
。
先
の

ω式
の
B
に
(
匂
l
h
)
を
代
入
し
、

mw式
と
mw式
の
あ
い
だ
で

S
を
消
去
す
る
と
、
次
式
が
得
ら
れ
る
o

h

♂
+
吋
(
匂
)
|
(
語
、
十

hdy

(
H
H
)

司

H
a
y
も
+
t
i
l
l
i
t
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
q

唱
日
(
吋
)

こ
の
式
の
F
に
任
意
の
値
を
入
れ
て
、
こ
れ
を

π
と

σ
の
卒
面
に
圃
示
す

る
(
縦
軸
に

π
を
と
り
、
横
軸
に

σ
を
と
る
)
と
、
奥
え
ら
れ
た
F
の
値

に
お
け
る

π
と

σ
の
闘
係
が
、
縦
軸
上
の
一
貼
守
H
号
え
J
q
H
S
を

通
る
一
の
直
線
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
別
式
か
ら
、

F

の
さ
ま
ざ
ま
な
値
に
藤
ず
る

π
と

σ
の
関
係
を
一
不
す
多
数
の
直
線
(
す
べ

て
縦
軸
上
の
同
C
貼
を
通
る
)
が
導
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
直
線
を
以
下

「
市
場
機
禽
」
直
線
と
呼
ぶ
。
日
式
と

ω
式
と
を
比
較
し
て
み
れ
ば
す
ぐ

、
)
ノ
/
，
、
、

/
'
k

に
わ
か
る
よ
う
に
、
印
式
の
左
透
は
こ
れ
ら
の
「
市
場
機
曾
」
直
線
の
傾

(
H
G
)
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殺
を
一
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

、，ノω式
の
含
意
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
多
数
の
寸
前
場
機

曾
」
直
線
の
う
ち
経
営
者
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い
直
線
は
、
傾
斜
の
最

も
大
き
い
そ
れ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
、

σ
の
一
定
の
値
に
結
び

つ
く

π
の
最
大
値
を
奥
え
る
直
線
だ
か
ら
で
あ
る
。

F
の
最
遁
値
は
、
最

も
傾
斜
の
大
な
る
「
市
場
機
舎
」
直
線
に
昭
一
膝
す
る
F
の
値
で
あ
っ
て
、
そ

、Bノ

れ
は
、
日
式
に
示
さ
れ
る
「
市
場
機
曾
」
直
線
の
傾
斜
を
F
に
つ
い
て
微

分
し
、
そ
れ
を
零
と
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
(
も
し
も
二
次
の

(

4

)

 

極
大
化
保
件
が
み
た
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
)
。
そ
の
結
果
は
却
式
に
一
致

、，ノ

す
る
。
す
な
わ
ち
印
式
は
、

F
の
最
遁
値
(
し
た
が
っ
て
最
善
の
「
市
場

機
曾
」
直
線
)
を
求
め
る
式
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
仰
式
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
F
の
最
遁
値
を
以
下
L
q
で
表

わ
す
。
次
の
問
題
は
、
最
善
の
「
市
場
機
舎
」
直
線
上
の
ど
の
鮎
が
濯
ば

れ
る
べ
き
か
|
|
す
な
わ
ち
、

π
、
6

、
S
お
よ
び
B
の
最
適
値
が
ど
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
る
か
と
い
お
っ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
決
定
す
る
に
は
、

例
式
の
F
に
最
遁
値
目
叫
を
入
れ
た

第四競第四十巻一橋論叢

t

N

N

o
十
州
、
(
N
1民
〉
|
〈
詩
句
+
吋
』
『
)
せ

S

も
(
旬
可
同
『
)

と
、
最
善
の
「
市
場
機
曾
」
直
線
宏
示
す

h
刊
。
十
吋
(
H
1園
町
)
|
(
君
、
十
M
1同町)吋・

(
H
H
〉

、

司

H
3
r
i
l
l
-
-
1
1
1
1
1
q

m
U
(
同可同町〉

と
を
連
立
さ
せ
て
解
く
こ
と
に
よ
っ
て

π
お
よ
び
6

の
最
遁
値
を
得
、
，
次

に

ωな
い
し
め
式
を
遁
嘗
に
用
い
て
S
と
B
の
最
遁
値
を
求
め
れ
ば
よ

、hv
〆戸、、、。
¥J  、

/、

-
J
J
r

、

、
s

l

 

右
の
め
式
の
左
透
は
、
上
減
の
π

6
卒
面
上
の
任
意
の
一
結
に
お
け
る

等
放
用
曲
線
(
無
差
別
曲
線
)
の
保
持
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
例

式
は
、
そ
の
貼
に
お
け
る
無
差
別
曲
線
の
傾
斜
が
最
善
の
「
市
場
機
九
世
田
」

直
線
の
傾
斜
(
例
式
の
右
港
)
に
等
し
い
と
こ
ろ
の
諸
貼
の
軌
跡
を
示
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
(
無
差
別
曲
線
は
す
べ
て
右
上
り
で
あ
り
、
各
貼

に
お
け
る
そ
の
傾
斜
に
つ
い
て
は
、

σ
の
値
が
大
な
る
ほ
ど
、
ま
た

π
の

値
が
小
な
る
ほ
ど
、
傾
斜
は
よ
り
大
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
o

)

こ
の
吻
式
と
叫
式
と
か
ら
(
す
な
わ
ち
、
何
式
の
最
善
の
「
市
場
機
舎
」

直
線
と
例
式
の
諸
貼
の
軌
跡
と
の
交
貼
に
お
い
て
)
π
と

σ
の
最
遁
値
が

決
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
最
善
の
「
市
場
機
舎
」
直
線
と
そ
れ
に
切
す
る

無
差
別
曲
線
と
の
切
鮎
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

π
と

σ
の
値
に
ほ
か
な
ら
な

(
5〉

百
U
V

(

3

)

表
現
を
筒
阜
に
す
る
た
め
に
、
雨
氏
の
も
の
と
は
異
な
る
記
競

を
用
い
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

(

4

)

こ
の
場
合
の
二
次
の
極
大
化
保
件
は
、

ふ

¥
N
G
十
回
1

(

匂
)
l
(言
、
十
旬

4
Y
J

ール
1
7
1
1
1
-
-
I
l
l
i
-
-ー一八。

弘
、
N

/

唱

犬

、

)

¥

で
あ
り
、
こ
れ
は
次
式
に
蹄
着
す
る
。

念、、(『)

も
、
(
匂
)
八

1
1
1
1
1〔
計
十
月
、
)
|
(
S
N
V
十
可
)
可
〕

も
(
H
V
)

(

5

)

本
稿
で
は
、
Z

剛
氏
の
行
っ
て
い
る
境
界
保
件
に
関
連
し
た
問
題

の
考
察
、
な
ら
び
に
仮
説
の
統
計
的
検
詮
の
部
分
に
は
、
ふ
れ
な
い

こ
と
に
す
る
。
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以
上
の
理
論
的
仮
設
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
若
干
の
蹄
結
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。

円
一
)
危
険
の
遁
増

先
の
mw式
か
ら
、
次
式
が
導
か
れ
る
o

g
時
H
Lザ
ミ
)

=
+
J判

念、
(
h
d
)

は
一
般
に
正
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
通
常
の
場
合
に
お
い
て

は、

F
が
大
な
る
ほ
ど
企
業
活
動
の
規
模
が
大
と
な
り
、
そ
の
結
呆
「
粗

枚
盆
」
線
額
の
標
準
偏
差
夫
、
)
も
よ
り
大
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
拘
式
は
一
般
に
弐
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
o
i
l
s
を

一
定
と
す
れ
ば
、

B
が
大
な
る
ほ
ど

σ
(危
険
性
)
は
増
大
す
る
。
ー
ー
(

6

)

 

こ
の
跨
結
は
、
ヵ
レ
ツ
キ
の
い
う
「
危
険
遮
増
」
(
ニ
ロ
口
5
8
5
m
吋

E

3

の
一
つ
の
場
合
に
あ
た
る
。

そ
れ
で
は
、

B
を
一
定
に
し
て
お
い
て
S
を
ふ
や
す
場
合
に
は
危
険
の

度
合
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
興
え
る
か
。
こ
の
揚
合
に
は
、

(N
串
)
同
門
H

|
同
ほ
い
叶
〔
(
S
N
U
+
3
も
、
(
3
ー
も
(
3〕

白め

f
z
h
F
』

t

、

で
あ
る
か
ら
、
(
言
、
+
3
4
跡
、
(
匂
)
が
も
(
匂
)
よ
り
小
で
あ
る
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
、
危
険
性
が
減
少
す
る
こ
と
も
あ
り
、
増
大
す
る
こ
と
も
あ
る
。

次
に
、

F
を
一
定
に
し
た
場
合
に
B
を
増
大
さ
せ
る

(
S
え
減
少
さ
せ

る
)
と
、
危
険
の
度
合
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
。

mw式
の
S
に

(87 ) 

ー

:
!
1

乙

F
{
;
〉

(
吋
|
切
)
を
代
入
し
、
B
に
つ
い
て
偏
微
分
す
る
と
、
次
式
が
得
ら
れ
る
0

3
9
)

ん
ぽ
l
u
l
l
-同
問
同
l
l
J
ー
も
(
吋
)

白

色

町

/

:

ト

-
b
t
¥

も
(
句
)
は
必
ず
正
で
あ
る
か
ら
、
次
の
蹄
結
が
導
か
れ
る
Q
1
1
F
を一

定
と
す
れ
ば
、
ー
が
大
な
る
ほ
ど
(
す
な
わ
ち
S
が
小
な
る
ほ
ど
)
危
険

性

σ
は
大
と
な
る
。
-
|
こ
れ
も
「
危
険
逓
増
」
の
一
づ
の
場
合
だ
と
考

え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(ニ
)

B
お
よ
び
S
の
獲
化
の

π
に
及
ぼ
す
影
響

先
の
mw式
か
ら
匂
司
¥
也
切
を
導
け
ば
、

白
H
叶
句

切

|

国
国
め
内
、
(
同

4
)
1
3

a
+
J
m
i
 

す
な
わ
ち
、

S
を
一
定
と
す
れ
ば
、
限
界
「
粗
牧
盆
」
率
・
夫
、
)
が
利
子

傘
γ
よ
り
大
な
る
場
合
に
は
B
を
大
に
す
る
ほ
ど

π
も
大
と
な
り
、
逆
の

場
合
に
は
B
が
大
な
る
ほ
ど

π
は
小
と
な
る
。

同
様
に
し
て
也
司
白
め
を
導
け
ば
、
、

白
肖
ぬ
声
、
「

NO
十回汁(吋)lN凶泊、

J

(

E

l

l

l

山
中
叶
1
一
夫
、
)
I
l
l
i
-
-
I
l
l
l
一

白
ぬ
語
、
十
め

f

担
、
+
め

L

す
な
わ
ち
、

B
を
一
定
と
す
れ
ば
、
限
界
「
粗
牧
盆
」
卒
、
(
同
1
)

が

O
H句

0
2
0
p
g
B
g
m出
¥
H
5
8
3立
。
|
|
普
通
株
(
現
存
普
通
株
の
み
な

ら

T
新
規
殻
行
分
も
含
め
た
)
一
株
賞
り
ゅ
塙
込
純
収
益
(
h
w
o

ー
十
月
3

|
切
る
¥
宮
十
々
、
)
の
株
債
P
に
封
す
る
比
率

i
ー
よ
り
も
大
な
る
場
合

に
は
S
が
大
な
る
ほ
ど

π
も
大
と
な
り
、
逆
の
場
名
に
は
S
が
大
な
る
ほ

ど
π
は
よ
り
小
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、

F
を
一
定
と
し
た
揚
ム
口
に
B
を
増
大
さ
せ
る

(
S
を
減
少

(
品
。
)
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ー

ミ¥

‘ 

(88 ) 

さ
せ
る
)
と
、

π
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
奥
え
る
か
。

ω式
の
S
に
(
匂

!
凶
)
を
代
入
し
て
、

B
に
づ
い
て
偏
微
分
す
る
と
、

白

内

書

、

「

hw。
+
同
(
句
)
l
N
W喝、

J

〔
宮
)
ト
ー
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1

一li
l
i
-
-
-
-
-

一

白

ー

凶

君

、

+
h
d
l
N
凶
「
声
、
+
匂
l
w

」

す
な
わ
ち
、

F
を
一
定
と
す
れ
ば
、
。
同
町

0
2
0門戸
E
g
g
E
m出
¥
1
F
8
E
t
c

が
利
子
率
よ
り
も
大
な
る
場
合
に
は
B
が
大
な
る
ほ
ど

(
S
が
小
な
る
ほ

(

9

)

 

ど
)π
は
大
と
な
り
、
逆
の
場
合
に
は
B
が
大
な
る
ほ
ど

π
は
小
と
な
る
。

(

叩

)

会

己

株

債

P
の
鑓
化
が
F
の
最
適
値
に
及
ぼ
す
影
響

新
資
本
の
純
調
達
額
F
の
最
適
値
は
附
式
に
よ
っ
て
興
え
ら
れ
る
の
で

〆
t

、

あ
る
か
ら
、
普
通
株
の
債
格
P
の
拙
変
化
が
F
の
最
遁
値
に
及
ぼ
す
影
響
を

み
る
に
は
、
仰
式
を
P
に
つ
い
て
微
分
し
、

a
h
4
¥
色
町
を
求
め
れ
ば
よ
い
。

そ
の
結
果
は
、
弘、

l
aえで
(hd)

〈
可
申

)
l
I
H
-
-
l
o
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-

弘
、
も
、
(
匂
)
も
(
匂
)
I〔
N
。
+
吋
(
匂
)
|
(
詩
句
+
匂
)
ろ
も
、
、
(
匂
)

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
も
、
(
吋
〉
は
一
般
に
正
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ

の
式
の
分
子
は
負
で
あ
ろ
う
。
ま
た
分
母
は
、
「
市
場
機
舎
L

直
線
の
傾
斜

(

日

〉

に
関
す
る
二
次
の
極
大
化
依
件
が
み
た
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
負
の
備
を

と
る
。
ゆ
え
に
間
¥
告
は
一
般
に
正
で
あ
ろ
う

i
|す
な
わ
ち
、
株
債

P
が
高
い
ほ
ど
、

F
の
最
適
値
は
よ
り
大
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(

6

)

自
己
資
本
を
一
定
と
す
れ
ば
、
企
業
活
動
に
投
下
さ
れ
る
資
本

額
が
大
と
な
る
ほ
ど
危
険
は
増
大
す
る
、
と
い
う
の
が
カ
レ
ツ
キ
の

い
う
「
危
険
逓
増
」
で
あ
る
。
ー
;
l
芦

同

F
H
2
E
1
3
2益
。
¥
同
町
E
E

宮内、

E
g
b暗
雲

H
S世
田
句

WCOCHmqukHHUロ
伶

qロ
司
EwSMAHV]V
・£

(

7

)

こ
れ
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
|
|
縦
軸
に
そ
横
軸
に

σ

第四競第四十巻一橋論叢

を
と
っ
て
国
一
不
さ
れ
た
一
の
「
市
場
機
舎
」
直
線
上
、
縦
軸
に
よ
り

近
い
貼
ほ
ど
S
の
よ
り
大
な
る
値

(
B
の
よ
り
小
な
る
値
)
に
照
臆

す
る
。

(
8
)

こ
れ
は
、

g吋
ロ
吉
宮
が
経
営
者
の
議
想
値
で
あ
り
、
新
た
に

鼎
続
行
さ
る
べ
き
普
通
株
を
も
計
算
に
入
れ
た
牧
盆
で
あ
る
鮎
、
お
よ

び
P
が
品
目
行
手
取
金
(
後
行
債
格
マ
イ
ナ
ス
後
行
費
用
)
で
あ
る
貼

に
お
い
て
、
ふ
つ
う
に
い
う
匂
江
口

?
g吋
口
同
目
的
回
日
E
C
の
逆
数
と

は
異
な
る
。

(
9
)

⑦同匂

2
8仏
EEH-HHEm明¥匂
H-HOOEto
が
利
子
卒
よ
り
も
大
で

あ
る
と
い
う
傑
件
は
、
こ
れ
を
鑓
形
す
れ
ば
、
計
+
剛
、
(
匂
)

l

(

君
、

十
、

vvc
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
市
場
機
舎
」
直
線
の

傾
斜
が
正
で
あ
る
た
め
の
保
件
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

町
H
C
の
「
市
場
機
曾
」
直
線
の
傾
斜
|
|
(
ぷ
l
昌旬、)¥も
(
O
)
i

ー
は
一
般
に
正
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
現
在
の
資
本
額
に
熔
ず
る

日
宮
♀
E
'
S
E
E
M町田
¥HVH-H口
O
B
t
o
(
N
O
E
N
U
)
は
、
通
常
の
揚
合
に

は
利
子
率
よ
り
大
で
あ
る
か
ら
。
(
投
機
プ
1

ム
の
熱
狂
的
段
階
で

は
そ
の
例
外
が
起
り
う
る
。
)
最
善
の
「
市
場
機
舎
」
直
線
の
傾
斜
も

一
般
に
正
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
句
H
C
の
直
線
の
傾
斜

に
等
し
い
か
、
ま
た
は
そ
れ
よ
り
大
で
あ
る
か
ら
。

(
叩
)
こ
れ
は
号
ジ
リ
ア
1

ニ
、
ジ

1

7
ン
の
雨
氏
に
よ
り
明
確
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
貼
で
あ
る
o
l
-
-
。出
u
b
p
w
也

-
u
o可・

(
日
)
前
記
註

(
4
〉
参
照
。
こ
れ
は
日
式
(
一
次
の
極
大
化
係
件
)

と
あ
い
ま
っ
て
、
川
内
式
の
分
母
が
負
と
な
る
た
め
の
旗
開
件
を
構
成
す

る。
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、付
， 

四

(a~v一)

(
可
申
)

(∞
~v一)

上
述
の
理
論
的
仮
設
に
づ
い
て
、
い
く
ワ
か
の
問
題
貼
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
次
の
二
貼
を
指
摘
す

る
に
と
ど
め
よ
う
。

(
一
)
株
債
と
利
子
率
に
か
ん
す
る
仮
定

普
通
株
の
債
格
P
は
一
定
と
仮
定
さ
る
、
べ
き
で
な
く
、
新
鼎
銀
行
の
枚
数

(
以
下
S

で
表
わ
す
)
が
あ
る
貼
を
こ
え
て
増
大
す
れ
ば
、

S

が
大
な
る

ほ
ど
P
は
よ
り
小
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
、
H

HV(hy--た
だ
し
、
、
(
匂
)
川

mo--で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ぬ
H
旬
、
(
る

と
い
う
意
味
に
お
い
て
ぬ
H
ぬ
(
匂
)
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
、
利
子
卒
γ
も
一
定
と
仮
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

B
が
あ

る
鮎
を
こ
え
て
増
大
す
れ
ば
B
が
大
な
る
ほ
ど
T

も
よ
り
大
に
な
る
、
そ

し
て
ま
た
、
旬
、
が
大
な
る
ほ
ど
γ
も
よ
り
大
に
な
る
、
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
(
た
だ
し
、
筒
阜
の
た
め
以
下
に
お
い
て
は

tHス
3
1
1

1
へ
g
w。
ー
ー
と
し
て
虚
理
す
る
こ
と
に
す
る
。
)

以
上
の
貼
を
修
正
す
る
と
、
先
の

ωな
い
し
め
式
に
代
っ
て
、

t
N
l
h
H
H
C
 

L

戸〔も(町
4
)
l
一
ス
凶
)
+
同
大
(
匂
」
)
U

十
、
も
、
(
可
)
Hむ

L

山
〔
(
昌
+
匂
)
も
(
匂
)
旬
、
(
句
)
|
一
N
。十回
~
(
h
a
)
l
凶
ス
凶
)
)
〕

+
交
〔
(
事
十
』
〉
も
、
(
、
)
旬
、
(
h
)

ー
も
(
可
)
〕

H
O

¥
1

ノ
、
、
，
ノ

と
な
る
。
坊
!
な
い
し
M
M

式
を
ま
と
め
る
と
、
火
の
二
式
に
蹄
着
す
る
(
先

の
mw例
式
の
代
替
物
)
。
N
。
十
回
汁
(
匂
)
』
凶
ス
匂
)
l
(昌
+
句
)
泊
、
(
句
)
(
え
同
)
十
民
、
(
凶
)
一

3
3
1
1
l
j
u
l
l
-
-
-
1
1
1
1
-
-
I
l
l
i
t
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-

aM

自

助

(

匂

)

hnι

十
州
、
(
匂
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